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BSE  

ht匝ノ／www．0ie．int／  

Messages／060309S  0IE   UE．hbれ  
日 局硫酸フラジオマイシン、縮晶トリプ  持田製薬  
①   

の1994年3月生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱後に後  
ろ足の問題で処分された。迅速検査で陽性後すぐに、同  
じ群れのウシは制限下に置かれた。診断は国立獣医学  
研究所と美園の0【EReference研究所で行われた。危険  
動物の同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。  

シン ②インターフェロン ベータ  

2008年2月にクロアチアから、4月にエストニアから、  

各々、国内初となる8SE疑い例を発表したが、0【Eは組織  
病理学的診断の縮果、BSEは確認されなかったことを報  
告した。   

種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、  
H5Nlは重症例や死亡例を最も多く発生させている。アジ  
アや、ヨーロッパ、近東、アフリカの一部で発生している家  
禽や野鳥におけるH5Nl流行に関連して、このウイルスに  
感染したヒトの半数以上が死亡した。H5Nlのヒトーヒト感  
染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続し  
ていない。しかしながら、H5Nlウイルスが、ヒトからヒトへ  

簡単に拡がるように変化しうることを科学者らは懸念して  
いる。H5Nlウイルスに対するワクチンは現在開発中であ  
る。  

日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を調査し  
た。2002年10月～2003年9月、2005年1月～7月の2シー  
ズンに、小児下気道感染症患者318例から採取した▲咽  
頸スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基配列を決定し  
た。318伊仲18例（5．7％）でHBoVが検出され、検出された患  

者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中  
していた。HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルス  
になっていると推定された。  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12  
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT－  
PCRにより、血策はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Tha拍nd／NK165／05accessionno，DQ37259卜8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。   

ProMED20060429－ 0030  

日本  

藩元古葡二‾－ 製造工程  

烏インフルエン ザ  インターフェロン ベータ  
人血清アル  

ブミン  

ヒト血液  
CDC2008年6月30 日  

経由裏蔚‾  

持田製薬  ウロキナーゼ  

ウロキナー ゼ   

ヒト尿  ウイルス感染  
2006／09／21  第80回 日本感染  

症学会総会・学術  
講演会（2008年4月  

20－21日）  

2006：12：104卜  EmerglnfectDis  1043  
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CDC2006年6月30 日  H5Nlは重症例や死亡例を最も多く発生させている。アジ  
アや、ヨーロッパ、近東、アフリカの一部で発生している家  
禽や野鳥におけるH51｝1流行に関連して、このウイルスに  
感染したヒトの半数以上が死亡した。H5Nlのヒトーヒト感  
染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続し  
ていない。しかしながら、H5Nlウイルスが、ヒトからヒトヘ  

簡単に拡がるように変化しうることを科学者らは懸念して  
いる。H5Nlウイルスに対するワクチンは現在開発中であ  
る。  

アガルシダーゼ ベータ（遺伝子細換え）  アガルシ  
ダーゼ  
ベータ（遺伝  

子租換え）  

ドナー子ウ  
シ血清  

ジェンザイ  
ム・ジャパ  

ン  

チャイニーズ  
ハムスター卵  
巣細胞  

ドナー子ウシ  
血液  

製造工程  
アガルシダーゼ ベータ（遺伝子租換え）  ジェンザイ  

ム・ジャパ  

ン  

日本製薬  

ニュージー ランド  2006／09／22  

日本   
有効成分  人血液  伝染性紅斑  ‾  

もす月面「三石好打面議斎轟音者だ語草拓方宮前乏1「云5誘  
血液製剤について、パルボウイルスB19DNAの有無を  

PCRにより調べた。その結果、21製剤（1％）が陽性であっ  

た。言式験期間中114例の患者のうち14例がB19DNA陽性  

の血液成分を投与されたが、急性B19感染症を呈した患  
者はいなかった。  

英国で、献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの  

血液（赤血球）を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断  
された。これは英国において輸血伝播によると思われるv  

CJD感染の3症例目である。  

乾燥ポリエチレングリコール処理人免疫 グロブリン  
ポリエチレン  
グリコール  
処理人免疫  
グロブリンG  

Transhsion2005：  

45：1811－1815  

2006／09／22  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

CDRWeekly2006：  
16（6）  

日本赤十字社  
ht匝ノ／www．mhlw．g  

Ojp／shingi／2006／01  
／dl／sO126－  

10eO5．pdf  

北海道赤十字血液センターで献血者のHEV保有状況を  
調べた。平成16年11月1日から平成17年10月31日にブ  
タ、シカ等の生肉、生レバーの喫食歴のある献血者は  
298．790人中802人（0．28％）で、その血液検体からHEV－  
RNAが1例検出された。平成17年11月1日から12月31日に  
生肉、レバー等の喫食歴のある献血者は49β61人中  
13．835人（28．0％）で、HEV－RNAが5例検出された。平成17  
年1月1日から12月31日の試行的HEV20プールNAT検査  
での陽性率は約1万分の1であった。   
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美園は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から  
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡  
を行った。輸血を介したvCJD感染は美園では3例報告さ  
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ  
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン  
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  
う勧告した。  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12  
月7日に死亡した5歳の少年の血液検体を調べた。RT－  
PCRにより、血焚はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK165／05accessionno．DQ372591－8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学約分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。  

The Guardian 2006 
年5月2日  
htu：／／www．guardia  

什CO．uk／打orluage／s  

toけ／0‖1765531．00．  
html  

インフルエン  

2006：12：104ト  
Emerg【nfectDis  1043  

有効成分  日本製薬  トロンビン  人血液  日本   
伝染性紅斑  

60469に同じ  2006／09／22  Transfusion2005：  

45：181卜1815  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

60469に同じ  

CDRWeekly2008： 16（8）  

E型肝炎  日本赤十字社  
ht旬：／／www，mh】w，g  

Ojp／shingi／2006／01  

／dl／sO126－  

10eO5．pdf  

60489に同じ  

60469に同じ  The Guardian 2006 
年5月2日  
ht旬：／／www．guardia  

n．c0．uk／打0ntpage／s  

torY／0．．1765531．00，  
html  

烏インフルエン ザ  60469に同じ   

2006：12：104ト  EmergInfectDis  1043  
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日本  人血液  

人アンチトロ ンビンⅢ  
有効成ガ  Transhsion2005ニ  

45：181卜1815  
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  日本製薬   

60469に同じ  

CDRWeekIy2006： 16（6）  

60469に同じ  日本赤十字社  
http：／／www．mhlw．g  

OJp／shingi／2006／01  

／dl／sO126－  

10eO5．pdf  

80469に同じ  異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

The Guardian 2006 
年5月2日  
htu：／／www．guardia  

n．co．uk／什ontpage／s  

torY／0‖1785531．00．  
html  

60469に同じ  EmergtnfectDis  

2008：12：104卜  
1043  

60469に同じ  
伝染性紅斑  日本   

有効破脊  
人血液  

人血清アル  
ブミン  

人血清アルブミン  
加熱人血渠たん白  

日本製薬  Transhsion2005：  

45：1811－1815  
2006／09／22  

60469に同じ  

CDRWeekly2006： 16（6）  

60469に同じ   日本赤十字社  
ht匝：／／www．m川w．g  

Ojp／shingi／2006／01  

／dl／sO126－  

10eO5．pdf  
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60469に同じ  The Guardian 2006 
年5月2日  
ht匝：／／www．guardia  
n．co．uk／什ontpage／s  

toけ／0．．1785531．00．  
hbnl  

鳥インフルエン  60489に同じ  

200（；：12：1041－  EmergInfectDis  1043  
日本  添加物  人血液  

ProMED20060422－  0090  ベネズエラで疫学退1週間のデング熱患者は722人で、う  ち42人（5．8％）がDHFであった。累計デング熱患者は11099  
人で、2005年同時期の患者数（8024人）と比較して28．9％  
上昇している。また、香港で、健康予防センター（Centre  
forH8althProtection）は25才の女性のデング患者を確認  
した。これにより年間累計患者数は9人になった。全例と  

も輸入例である。  

2006年5月15日現在、HPASpecialPathogensReference  
Un旧こより確定された2006年の美園におけるチクンケン  
ヤ症例は48例である。血清学的にテクンケンヤと診断さ  
れた症例数は、1999年から2004年は年に平均6例、2005  
年は19例であった。患者の大多数はアジアかアフリカへ  
の旅行歴があったが、2006年の患者のうち5例は旅行歴  
がなかった。インド洋諸島でのアウトブレイクは減少傾向  
であるが、非免疫旅行者にとって感染の危険はしばらく続  
くであろう。  

カナダ公衆衛生局は最近4例のカナダ人旅行者でテクン  
グンヤ感染が原因と思われる疾患を確認した。これらの  
患者はレユニオン島などへ旅行し、2月から3月の初めに  
発症した。ヨーロッパでも帰国者による輸入例が報告され  
ている。インド洋南西諸島で2005年3月から2006年4月22  
日までの間に公式に報告されたチクンケンヤ感染例は  
3877例であるが、実際には255000例に達すると思われ  
る。インドでは2005年12月以来、テクンケンヤウイルスの  
アウトブレイクが報告され、2008年4月20日現在、153324  
例に達する。   

人血清アル  
ブミン  

わかもと製 薬  2006／09／22  

CDRWeekly2006こ 16（21）  

古手ダ 
Heal血Agencyof  

Canada2006年5月  
‾声こ扇忘‾－‾‾－‾   26日  
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Weekly  
epidemiotogical  
record2006；81  
Zヰl－∠4Z  

がコンゴ共和国Orient∂l州Ituri地区で発生し、うち19名が  

死亡したという報告を受けた。現在のところ患者数は不明  
であるが腺ペスト患者の発生も報告されている。王turi地区  

は世界中で最もペストが発生することで知られており、年  
間約1000例報告されている。  

2005年に英EnglandおよぴWalesにおける新規HTLV診断  
は73例で、男性22例、女性51例であった。うち、63例が  
HTLV－1型、4例がHTLV－2型、1例が両方（＝感染してい  
た。46例について詳細情報を収集した医師報告を受け取  
り、予想される感染経路として、3例（9％）が輸血であっ  

た。  

英国におけるHIVの四半期最新情報（2006年8月未までの  
データ）。1982年にサーベイランスが始まって以来2006年  
6月末までにHlV診断叡は80558例報告された。怒染経路  
別、性別、診断年別のデータを示している。輸血または血  
液因子製剤による感染は2005年度は男性7例、女性9例、  
2006年度は6月未までに男性3例、女性2例である。  

CDRWeekly2006：  
16（30）HIV／STIs  

CDRWeekly2006：  
16（30）H【∨／STIs  

インドstateforhealthandfamilywe［fareの長官は、5つの  
州においてテクンケンヤの高発生が報告されていると、発  
表した。AndhraPradeshで66109例、Kamatakaで543286  
例、Maharashtraで202114例、TamiLNaduで41211例、  
MadhyaPradeshで43784例である。  

ProMED－ mai120060801．2120  
ウイルス感染  

トルコ保健省は、2006年1月1日－8月4日のクリミアコン  
ゴ出血熱確定症例は242例（致死卒8．3％）であったことを  
報告した。2006年6月30日以降症例92例および死亡9例  
が新たに報告された。死亡例のうち1例は治療に当たって  
いた医療従事者であった。   

ウイルス感染  
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ロキナーゼ  MMWR〉VeekIy  

200（S：55：458－462  ウイルス伝播撲滅の進行状況について述べた。World  
Hea仙Assemblyによりポリオ撲滅運動が開始された1988  
年にはポリオ土着園は125ケ国であったが、2005年には  
4ケ国（アフガニスタン、インド、ナイジェリア、パキスタン）  

に減少した。以前ポリオが根絶していたアジア、アフリカ  
の22ケ国で2DO3年以掛二畢蓼染lノたが、2005生7月以蜂  
は8ケ国のみとなった。インド、パキスタンでも2004年に比  

べほぼ半減し、根絶に近づいている。  

2006年1月28日から3月20日にスーダン南部全域で死亡  
例238例を含む急性水様性下痢患者8923例が報告され  
た。最も患者数が多いJubaとYei  
では改善がみられているが、他の地域で稲葉型コレラと  
確定診断された症例もあり、アウトブレイクの監視が重要  
である。  

ナミビアでここ10年以上で初めてのポリオのアウトブレイ  

クが発生した。1例日は2006年5月6日に発見され、確定さ  
れた。2008年6月21日までに15例が死亡し、症例数は96  
例に急速に増加した。コンゴで2例、ニジェールで3例、野  

生型ポリオウイルスによるポリオの報告があり、輸入例で  
あった。  

アンゴラでコレラが15番目の州に拡大し、死亡者は2089  
例となり、症例数は5万例を超えたとWHOが2006年7月24  
日に発表した。2008年2月13日からの症例数である。   

Weekly  
epidemiotogjcal  
record2008：81  
118－119  

灰白髄炎  ProMED－ mait20060621．1714  

コレラ  ProMED－ mai120060728．2086  

北里研究  
所  

乾燥弱毒生風しんワクチン  
ウサギ腎初  

代培養細胞  

ウサギ腎臓  
日本  

製造工程  
2006／09／22  

北里研究  
所  

コレラワクチン  
所元値打 出物  

ウシ心臓  2006／09／22  

コレラワクチン  
沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
合ワクチン  

カザミノ酸  ウシ乳   
裏藩王福  

北里研究  
所  ニュージー ランド、オー ストラリア  

8612008／09／22  
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ウシ筋肉  ビーフエキ  

ストラクト  
コレラワクチン  

スキムミルク  ウシ乳  
北里研究 所  

コレラワクチン  
沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
沈降破傷風トキソイド  
沈降精製百日せきジフテ1」ア破傷風混  

合ワクチン  

8812006／09／22  

蔑覆毎夜帝  
国、ポーラ  
ンド  
④⑤⑥中  
国、ニュー  
ジーランド  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

製造工程  
ペプトン  ウシ乳  

北里研究 所  
（リコレラワクチン  

②沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド  
③－⑤沈降破傷風トキソイド  

⑥、⑦沈降精製百日せきジフテリア破傷  
風混合ワクチン  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

ウシ乳  
要蓮王宮  

ラクトアルブ ミン水解物  滋吏南東一 所  
9012006／09／22  

ウシ乳  
製造工程  エリスロマイ  

シンラクトビ  
オン酸塩  

北里研究 所  
ニューソー  
ランド、カナ  

ダ、米国  

（‡）③ニュー  

ジーランド  

②オースト  
ラリア  

ニューソー  
ランド  

乾燥弱眉生鮮しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

9112006／09／22  

ウシ胎児血  
清、新生仔  
牛血清  

ウシ血液  
製造工程  

北里研究 所  
①乾燥弱毒生麻しんワクチン  
②乾燥弱毒生風しんワクチン  
③乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

9212006／09／22  

乾燥弱毒生麻しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

乳糖水和物  
ウシ乳  

添加物  
北里研究  
所  

931200（∋／09／22  

オーストラリ  
ア、ニュー  
ジーランド  

製造工程  
ヒツジ毛  

北里研究 所  
乾燥弱毒生l拝しんワクチン  
乾燥弱毒生風しんワクチン  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

コレステロー ル  
9412006／09／22  
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措置  
‾‾‾   詭  2008／09／22  60488  北里研究  

沈降精製百日せきジフテリア破傷風混  
所  合ワクチン  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド   

96  2008／09／22  60489  北里研究  ヒツジ血清  ヒツジ血液  米国  製造工程  如  無  無               所  乾燥弱毒生麻しんワクチン 乾燥弱毒生風しんワクチン  トリプシン  ブタ膵臓  米国、カナ ダ  製造工程  ■  ホ  ホ  
乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  

97  2006／09／22  60490  北里研究  ①②インフルエンザHAワクチン  

所  ③インフルエンザワクチン   不明   

98  2006／09／22  60491  ＿＝＝言■●  ニワトリ胚初  
所   乾燥弱毒生おたふくかぜワクチン  代培養細胞   

99  2006／09／22  60492  北里研究  マウス脳乳  製造工種  無  ■  無  

所   液   

100  2006／09／22  60493  北里研究  製造工程  無  無  ■  
所   合ワクチン  

沈降ジフテリア破傷風混合トキソイド   

101  2008／09／22  60494  北里研究  

所   合ワクチン  素血液   ランド   

沈降破傷風トキソイド   

Valがホモ接合体であった。今まで、VCJD患者は、  
Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ棒合体であり、Valホモ樺  
合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。   
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bncet Neurol  こよってヒトまたはウシのコ  
129遺伝子型（MM、MV、VV）のPrP蛋白を発現するマウス  
を作製し、BSE又はvCJDを枠種し、疾患の臨床的及び病  
理学的な徴侯を評価した。その結果、BSEはウシの系に  
は感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的に、  
vCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型  
で病理学的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率  
が高く、病理学的特徴および臨床症状が早く発現した。  
∨∨は感染効率が最も低く、発現までの期間が長かった。  

2008：5：393－398  

米国で見つかったBSE惰性ウシ2例は、ヨーロッパで見ら  
れる様なBSE株由来のものであった。ロンドンの国際学会  
でフランスとイタリアの研究者は、検出されにくく、主に高  
齢の家畜に影響を与える2種類の稀なBSE株を報告した。  
フランスの研究者は、2005年にTexasで、また2006年に  
Alabamaで発見された8SE陽性ウシは、フランス、スウェー  
デン、ポーランドで見られる少数のBSE異型株と同一であ  
ることを明らかにした。  

RapidCityJouma1  
2006年8月25日  

田辺製薬  インブリキシマフ（遺伝子相換え）  ウシ胎児血 こ士 ／R  ウシ血液  
製造工程  

8049引こ同じ  2006／09／22   

米国、カナ ダ  BrM8dJ200（；：  

332：1186－1188  

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

BSE  

Lancet Neuro1 2006；5：393－398  60495に同じ  

60495に同じ  RapidCityJouma1  
2006年8月25日  

田辺製薬   
インフリキシマフ（遺伝子組換え）  シ血清ア  

ウ ルブミン   
ウシ血液  

製造工程  
異型クロイツ  
フェルトヤコ  
ブ病  

一－－－－－－－－－－－一一一－－一－－－－一一－－一一一－－－－－－－－－－一－－－－－－－－－一－一一－－－－一一－－■，■ 60495に同じ  米国、カナ ダ  8rMedJ2006二  
332：1186－1188  

Lancet Neuro1 2006ニ5：393－398  

60495に同じ   
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措這  

BSE   RapidCityJoumal  
2008年8月25日   

l  l   l  

‖  n    lフリ′、  n  ‖  ‖  
60495に同じ  LancetNeuro1  

2006；5：393－398  

60495に同じ  RapidCityJounna】  

2006年8月25日  

田辺製薬  
インフリキシマプ（遺伝子雑換え）  

ウシ蛋白加  

水分解物  ウシ脾臓、ウ シ血液  6049引こ同じ  BrMedJ2008：  
332：1186－1188  

bnGet Neur01 2006；5：393－398  

80495に同じ  

BSE  

60ヰ9引こ同じ  RapidCityJouma1  
2006年8月25日  

田辺製薬   
インフリキシマフ（遺伝子組換え）  インフリキシ  

マブ（遺伝子  

租換え）  

80495に同じ  BrMedJ2006：  

332ニ1186－1188  過と骨髄腫細  
胞を融合した  
細胞にヒト遺  
伝子を導入し  
た細胞株  

bncetNeur01 2006；5：393－398  

60495に同じ   
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口蹄痩  光製薬  ProMED－  

mai120060312．0783  
2006／09／26   

発表した。発生した農場のウシ19頭とブタ2頭が省獣医局  
により処分された。病気は2006年3月4日に報告され、口  
蹄痩と確定されたが、すぐに発生地域の消毒と隔離、なら  
びに感染するおそれのある全ての動物への接種が命令  
された。  

科学者らは、4月10日、ブタからヒトに伝播する危険な感  
染症が異例の致死的経過をとって、2005年中国で38名の  
死者を出したと報告した。ブタ連鎖球菌（S廿eptococGUS  
suis）で2005年7月と8月に死亡した看のうち1名を除いて  
全員が、連鎖球菌トキシックショック症候群により死亡し  
た。この重症の免疫反応は、これまで一度もブタ連鎖球  
菌感染では認められていなかった。トキシックショック症候  
群と診断され、ブタとの接触があった患者は全てブタ連鎖  
球菌感染を調べた方が良い。  

中国における口蹄疲のF01low－UPrePO11No，4（2008年3  
月29日から4月30日まで）。病因の同定一口蹄疫ウイルス  
セロタイプアジア1。新規アウトブレイクの詳細一青海省  

Haiyan郡。疑い例34例、症例4例。  

レジず頭琶恵‾  
ProMED－  

mai120060411．1082  

口蹄痩  0IE Disease  
lnfomation19（18）  

2008年5月4日  

口蹄疫  
中国青海省でこの2ケ月で2回目の口蹄痩のアウトブレイ  
クが起こった。2006年4月26日、4頸の牡牛がアジア1型口  
蹄痩を発症し、確定された。アウトブレイクを封じ込めるた  
めの緊急手段がとられている。  

ProMED－  

mai120060501．12（S6  

レンサ球菌感  2005年7－8月に中国四帖省で発生したS廿eptococcus  
suisserotype2（SS2）感染のアウトブレイクについて調べ  
た。ヒト感染患者の臨床的、病理学的特徴lま典型的な連  
鎖球菌中毒ショック症候群であった。2005年の流行ならび  
に1998年に江蘇省で流行した時のヒトおよびブタの検体  
から単離した菌の遺伝子型を調べたところ、両者は共通  
した遺伝子型を有していた。またミニブタでの感染実験で  
強い毒性を示した。   

PLoSMed200（i：3： e151  
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Jinfect〔）is2006：  

193：1（さ43－1649  各々のウイルス保有率およびウイルスの遺伝的性質を調  
べ、また養豚場と感染のリスクとの関係を評価した。中国  
東部の2つの養豚地区では、ブタ9．8％、健常人0．3％で大便  
中からHEVが検出され、IV型サブタイプ2つが両者に共通  
していた。養豚に従事するヒトは他の職業のヒトより感染  
リスクが74％高く、養豚場の下流の住民は上流の住民より  
感染リスクが29％高かった。Ⅰ∨型HEVはブタからヒトへ自由  

に感染すると考えられる。  

レンサ球菌感  
染  

2005年7月中旬から8月束の間に中国四川省で215例のヒ  
ト連鎖球菌感染が報告され、うち86例は確定例であった。  
全ての感染例は、原因不明で死んだブタや病気のために  
食用になったブタを屠殺する過程で暴露した農業従事者  
で発生した。81例（28％）が連鎖球菌毒素ショック症侯群を  

呈し、うち38例（62％）が死亡した。その他、敗血症（24％）と髄  

膜炎（48％〉または両者であった。単離された全ての菌は  
tuf、種特異的16SrRNA、CPS2J、mrP、ef．およぴslyに対  
する遺伝子に陽性で、単一の株であった。  

EmerglnfectDis  
2006：12：914－920  

①人血清アルブミン  
②人血液凝固第XllI因子  
③フィブリノゲン加第XIII因子  

ZLBベー  

リング  
人血清アル  
ブミン  

ヒト血液  
パルボウイル  米国で医薬品製造用血策プールの検休においてPCR法  

によリバルポウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。こ  
れらの血兼はヨーロッパと北アメリカで集められたもので  
ある。その結果、137プール中7例がPARV4およびPARV5  
に陽性であった。  

Emerg Infect Dis 
2006：12：15ト154  

海洋起源のVe扇vims感染がヒトでどの程度広がっている  
かを調べた。供血基準をクリアした供血者群、AしT値が高  
いため供血不可であった供血者群、非A－G肝炎患者群、  
および輸血または透析に関連した肝炎患者群由来の血  
清をVesivin」Sに対する抗体ならびにゲノムについて検査  
した。Vesル血sピー」オンに対する血清陽性は、各々、12％．  

21％．29％，47％であった。RT－PCRの結果、SMSVVesivirus  
などとの関連性が示された。感染がヒトに広くみられるこ  
とが明らかになった。   

JMed Viro12006：  

78：693－701  

米国  有効成分  
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